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むつ市農業委員会第６７９回総会議事録

平成２４年３月１６日（金）むつ市農業委員会総会が、むつ市役所大会議室１に

おいて開催された。

１．開催日時 ２４年３月１６日（金）午前１０時５０分から午後 ０時３０分

２．開催場所 むつ市役所大会議室１

３．出席した委員の番号及び氏名（２７名）

番 号 役 職 名 氏 名

１ 農 業 委 員 板 井 弘 巳

２ 〃 栁 澤 都市秋

４ 〃 柴 田 峯 生

５ 〃 蛯 名 修 一

６ 福 永 忠 雄

７ 〃 村 口 利 光

８ 〃 野 里 岩 雄

９ 〃 北 川 岩 男

１０ 〃 菅 原 靖 博

１１ 〃 工 藤 輝 雄

１２ 〃 本 山 日満夫

１３ 会 長 立 花 順 一

１５ 農 業 委 員 鴨 田 輝 雄

１６ 〃 藤 澤 伊三郎

１７ 〃 橋 本 唯 志

１８ 〃 小 林 義 顯

２０ 〃 嶋 影 秀 子

２１ 〃 菊 池 秀 藏

２２ 〃 立 花 幸 雄

２３ 〃 坪 清 志

２４ 〃 山 口 芳 一

２５ 〃 坂 本 正 一

２６ 〃 村 口 鉄 雄

２７ 〃 原 英 輔

２８ 〃 杉 山 武 美

２９ 会 長 職 務 代 理 者 畑 中 重 宏

３０ 農 業 委 員 中 嶋 寿 樹
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４．欠席した委員の番号及び氏名（２名）

番 号 役 職 名 氏 名

１４ 農 業 委 員 水 戸 隆 璽

１９ 〃 赤 坂 直 良

５．議事の概要

第１ 議事録署名委員の指名、会議書記の事務局職員の指名

第２ 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について

第３ 平成２４年度むつ市農業委員会活動計画（案）について

第４ 平成２３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）及び

平成２４年度の目標及びその達成に向けた活動の計画（案）について

第５ 下限面積の設定について

６．会議に従事した職氏名

事務局長 手間本 富士雄

次 長 増 田 健 二

総括主幹 一 家 隆 雄

主 事 山 川 知 佳

７．会議録署名委員

２５番 坂 本 正 一 ２６番 村 口 鉄 雄

８．会議記録者

農業委員会事務局 主 事 山 川 知 佳
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会 議 の 概 要

議 長 ただいまから、むつ市農業委員会第６７９回総会を開催いたします。

議 長 ただいまの出席委員は、２９名中２７名で定足数に達しております。

議 長 本日、１４番水戸委員、１９番赤坂委員が都合により、欠席の旨通告

がありましたのでご報告いたします。

議 長 これより、本日の会議を開きます。

議 長 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。

議 長 会議録署名委員は、むつ市農業委員会会議規則第４３条の規定により

議長において、２５番坂本委員、２６番村口鉄雄委員を指名いたします。

なお、本日の会議書記には事務局職員の山川主事を指名いたします。

議 長 日程第２ 、会期の決定を行います。

議 長 本総会は、本日１日としたいと思いますが、これにご異議ありません

か。

各委員 異議なし

議 長 ご異議がありませんので、本総会の会期は、本日１日とすることに決

定いたします。

議 長 それでは、議案審議に入ります。

議 長 議案第１号「農地法第３条第１項の規定による許可申請３件について」

を、議題に供します。事務局より説明願います。

事務局 議案第１号の農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可申

請受付第１号から受付第３号までについて、ご説明いたします。

受付第１号につきましては、世帯内（家庭内）の夫から妻への贈与に

よる土地の所有権の移転であります。

申請地が２筆あり、脇野沢田ノ頭２９３番１については、面積が

１，８２２㎡。脇野沢田ノ頭２９３番２については、面積が３００㎡。

合計面積が２，１２２㎡。２筆とも、現況地目が田であります。農地の

利用状況につきましては、水田として利用されている状況です。冬期間

の積雪のため、２月２８日脇野沢庁舎会議室において立会者柴田委員、

事務局により、当事者から聞き取り調査を行っています。

農地の耕作につきましては、家庭内の共同により、全ての農地を耕作

することになっています。農機具の利用につきましては、兄から借用す

ることになっています。

労働力、地域との関係など、資料６枚目の農地法第３条調査書に報告

されているように、特に問題はないと思います。

次に、受付第２号につきましては、世帯内（家庭内）の夫から妻への

贈与による土地の所有権の移転であります。冬期間の積雪のため、３月

２日当事者宅で立会者鴨田委員、水戸委員と事務局において当事者から

聞き取り調査を行っています。
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農地の利用状況につきましては、申請地が１０筆あり、１０筆のうち、

３筆が川内町野平地区で、川内町板家戸１０３番１の面積が８，６２８

㎡、川内町板家戸１０３番３の面積が１，５９５㎡。川内町板家戸３７

番の面積が７，６２３㎡。現況が３筆とも、牧草地として利用されてい

ます。次に、川内町袰川地区の５筆については、川内町袰川１７９番、

面積が５，７３８㎡。川内町袰川１５７番１、面積が９，７８２㎡。

２筆とも現況地目が畑として利用されています。この２ヶ所につきまし

ては、平成１６年と平成１９年に（有）エムケイ・ビニヤードと農地法

第３条第１項許可の賃貸借１０年間の契約がされています。所有権の移

転後においても、ぶどう畑として利用することに、当事者双方とも問題

ないことの確認をしています。

次に、川内町袰川２２２番、面積が６，０９９㎡。川内町袰川２８１

番１、面積が１，５３６㎡。２筆とも現況地目が牧草地として利用され

ています。川内町袰川１０３番１５３、面積が３５７㎡。現況地目が畑

として利用されています。

次に、川内町戸沢地区の２筆につきましては、川内町川代１３番８６、

面積が９２０㎡。川内町川代１３番９０、面積が９９４㎡。現況地目が

畑として利用されています。

農地の耕作につきましては、家庭内の共同で、全ての面積を耕作する

こととなっております。

農機具の利用、労働力、地域との関係など資料の１０枚目の農地法第

３条調査書に報告されていますように、特に問題はないと思います。

次に受付第３号につきましては、農地の規模拡大による土地の売買、

所有権の移転であります。冬期間の積雪のため、３月２日当事者宅で立

会者鴨田委員、水戸委員と事務局において、当事者から聞き取り調査を

行っております。申請地は、川内町野平地区の川内町福浦山１番２４２、

面積が１１，２７２㎡。川内町板家戸１０３番５、面積が１２，１９６

㎡。２筆とも現況地目が牧草地として利用されています。農機具の利用、

労働力、地域との関係など資料の１３枚目の農地法第３条調査書に報告

されているように、特に問題はないと思います。

受付第１号から受付第３号まで、農地法第３条第２項各号には該当し

ないため、許可要件のすべてを満たしているものと考えます。

以上で説明を終わります。

議 長 議案第１号の受付第１号から受付第３号までについて、質疑を許しま

す。

議 長 質疑ありませんか。

各委員 異議なし

議 長 質疑がありませんので、議案第１号は、原案のとおり承認いたしまし
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た。

議 長 議案第２号 平成２４年度むつ市農業委員会活動計画（案）について

を、議題に供します。 事務局より説明願います。

事務局 議案第２号について、ご説明いたします。

平成２４年度むつ市農業委員会活動計画（案）を作成しましたので、

承認を求めるものであります。

この件につきましては、平成２４年２月１７日開催された各部会にお

いて、農地部会に関する事項、農政部会に関する事項、各部会に関する

事項について、それぞれの部会で協議決定された計画であります。

１の農地部会に関する事項ですが、①農地の無断転用防止及び耕作放

棄地のための巡回調査（農地パトロール）を担当地区ごとに強化する。

②改正農地法により義務づけられた「農地利用状況調査」を、実施期間

や調査の方法等を明らかにした「実施要領」等により実施する。③改正

農地法に係る研修会を開催する。④遊休農地の発生防止を図るとともに、

農地保有合理化事業を推進する。⑤農地の有効利用を積極的に促進する。

次に、２の農政部会に関する事項については、①担い手育成・農業経営

向上のための政策の検討。②国・県・市の農業政策説明会の開催。③ニ

ホンザル等鳥獣被害の補償制度を確立するための要請活動を推進する。

３の各部会共通に関する事項については、①市長部局や農業関連団体と

の意見交換の開催。②地区担当制により、地域を根ざした農業委員活動

を推進し、地区毎の懇談会等を実施する。③農業委員会活動を積極的に

むつ市ホームページ等で情報公開する。④農業委員会制度及び農業委員

職務の重要性を高める。⑤「農業委員会活動記録セット」を活用して、

農業委員活動を促進する。

以上が、平成２４年度むつ市農業委員会活動計画（案）となっており

ます。

議 長 議案第２号について、質疑を許します。

質疑ございませんか。

各委員 異議なし。

議 長 質疑がありませんので、議案第２号は原案のとおり承認いたしました。

議 長 議案第３号 平成２３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・

評価（案）及び平成２４年度の目標及びその達成に向けた活動の計画

（案）についてを、議題に供します。事務局より説明願います。

事務局 議案第３号について、ご説明いたします。

農業委員会の目標及びその達成に向けた活動点検・評価（案）及び活

動計画（案）の承認については、「農業委員会の適正な事務実施につい

て」（平成２１年１月２３日付け２０経営第５７９１号農林水産省経営

局長通知）により、農業委員会の目標及びその達成に向けた活動点検・
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評価（案）及び活動計画（案）を作成したので、承認を求めるものであ

ります。

平成２３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）に

ついては、別紙様式１、１法令事務に関する点検、２法令事務（遊休農

地に関する措置）に関する評価、３促進等事務に関する評価の概要は、

別紙記載のとおりです。

平成２４年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）については、

別紙様式２、１法令事務（遊休農地に関する措置）、２促進等事務の概

要は、別紙記載のとおりです。

以上につきましては、むつ市ホームページにより公表し、地域の農業

者等から意見及び要望等を募集するものです。期間については、平成２

４年３月２６日から平成２４年４月２６日までを予定しています。また、

寄せられた意見・要望につきましては、総会で報告し、むつ市ホームペ

ージで公表することになります。

以上で説明を終わります。

議 長 議案第３号について、質疑を許します。

質疑ございませんか。

各委員 異議なし。

議 長 質疑がありませんので、議案第３号は原案のとおり承認いたしました。

議 長 議案第４号 下限面積についてを、議題に供します。事務局より説明

願います。

事務局 議案第４号の下限面積（別段面積）の設定について、ご説明いたしま

す。「農業委員会の適正な事務実施」についてが、農林水産省経営局長

通知により、平成２２年１２月２２日付けで一部改正されています。

農業委員会では、毎年、下限面積の設定又は修正の必要性について、

審議することになっています。

当農業委員会では、昨年７月の総会において、資料の１８枚目に掲載

しています国で定める計算式により、下限面積（別段面積）の設定を行

っています。旧田名部地区３０ａ、旧大湊地区２０ａ、旧川内地区２０

ａ、旧大畑地区２０ａ、旧脇野沢地区２０ａの設定であります。

事務局としては、昨年の７月に総会で審議し、下限面積（別段面積）

の修正を行っていますので、現行の下限面積（別段面積）の設定で良い

のではと考えています。

以上で説明を終わります。

議 長 議案第４号について、質疑を許します。

質疑ございませんか。

各委員 異議なし。

議 長 質疑がありませんので、議案第４号は原案のとおり承認いたしました。
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議 長 議案審議は、これをもちまして終了いたします。

議 長 続きまして、地目変更登記に係る非農地証明の報告事項があります。

事務局より説明願います。

事務局 報告第１号 非農地証明について、ご報告いたします。

平成２４年２月２９日付けで、非農地証明願の届出がありましたので、

３月１日畑中委員、本山委員、事務局において、調査を行っています。

また、現地の状況把握のため、立会者として下北森林組合の職員のご協

力もいただいております。申請地は４個所で、４個所のうち、大畑町大

赤川１７番１、地目が畑、面積が１，１２５㎡については、現地確認を

しております。残りの３個所、大畑町小赤川６６番、地目が畑、面積が

１，４２４㎡。大畑町小赤川７０番１、地目が畑、面積が３，５４０㎡。

大畑町佐助川３７番１１、地目が畑、面積が９５１㎡。この３筆につき

ましては、積雪の状況から現地確認を行うことが出来ませんので、航空

写真で調査判定いたしました。

現況については、４筆ともスギを植栽して５０年以上も経過している

こと、山林の状況から非農地として判断いたしました。

以上で非農地証明の報告を終わります。

次に、平成２３年度の耕作放棄地の調査結果について、ご報告いたし

ます。平成２１年度耕作放棄地全体調査結果に基づいて、旧むつ地区の

区分２「黄」及び３「赤」と判定された耕作放棄地の所有者を対象に、

平成２３年９月から１１月にかけて調査を実施しました。

調査結果

平 成 ２ ３ 年 度 の 現 地 調 査 実 施 件 数

区 分 農地筆数 面 積（㎡）

区分１ （青） ０ ０

区分２ （黄） ３６７ ７９６，９３９

区分３ （赤） １，７３１ ３，７４５，２３６

計 ２，０９８ ４，５４２，１７５

平 成 ２ ３ 年 度 の 意 向 調 査 実 施 件 数

区 分 農地筆数 面 積（㎡） 農家戸数

区分１ ０ ０ ０

区分２ １０６ ２２３，１０１ ６４

区分３ ２４８ ４９６，８６８ １１２

計 ３５４ ７１９，９６９ １７６
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耕作放棄地の農地再生・耕作可能な所在地の農家を対象に意向調査を

行った結果、次のとおり農地あっせんの希望者がありました。

旧むつ地区（区分２黄、区分３赤）

あっせん希望農家戸数 農地筆数 農地面積

６１ 戸 ９７ 筆 １６８，１０６ ㎡

受け手となる担い手農家等への農地あっせん活動については、各地区

の認定農業者及び脇野沢農業振興公社、農業者、新規就農者に、むつ市

ホームページ等で情報公開を行います。

推進活動については、農業委員、事務局職員、むつ市農林畜産グルー

プと連携を図り、平成２４年度産の作物作付け策定前を目途にマッチン

グの完了を目指します。

農地あっせん希望者一覧表は、別紙のとおりです。

むつ市ホームページには、平成２３年度分の旧むつ地区と平成２２年

度分の旧川内地区、旧大畑地区、旧脇野沢地区の農地あっせん希望一覧

表を３月中に公表したいと考えています。

認定農業者一覧表は、別紙のとおりです。

平成２４年度の調査実施計画につきましては、旧川内地区、旧大畑地

区、旧脇野沢地区の区分の２、黄色判定農地約７２ｈａを調査対象面積

と計画しております。調査実施計画の工程表並びに詳細につきましては、

むつ市農林畜産グループと共同作業となる関係から、市の方と早めに打

合せを行い、５月の総会を目途に、報告・承認を得たいと考えています

ので、よろしくお願いいたします。

次に非農地証明事務取扱基準について、ご説明いたします。

平成２３年１１月１４日第６７４回総会において、現況が農地以外の

農地について、非農地証明願により、内容によって非農地証明書の交付

ができるように決定しています。つきましては、業務の効率を図る観点

から、非農地証明事務取扱基準を設定いたしました。

１ 目的

この基準は、登記簿上の地目が農地である土地について、農地法の適

用を受けない旨の証明事務にあたり、必要な事項を定めることにより、

農地法の適正な運用を図ることを目的とする。

２ 定義

この基準において、「非農地」とは、農地法の適用を受けない土地を

いう。

３ 非農地証明基準

証明書の交付は、申請土地が次の各号のいずれかに該当し、それぞれ

具体的事実が明らかなものにする。なお、農業振興地域の整備に関する

法律に基づく農用地区域については、今後とも農地として利用される見
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込みがあると認められるので、証明の対象としない。

（１）農地法が施行された日（昭和２７年１０月２１日）よりも前から

非農地であった土地

（２）昭和２７年１０月２１日以降、人為的に転用した土地で、転用事

実行為からすでに２０年以上経過しており、農地行政上特に支障が

ないと認められる土地

（３）昭和２７年１０月２１日以降農地であった土地で、耕作不適・耕

作不便などやむを得ない事情によって、１０年以上耕作放棄された

ため自然荒廃した土地で、農地への復旧も困難であり、農地として

利用される可能性がないと認められる土地

（４）自然災害により農地としての復旧が著しく困難になった土地

（５）農地法施行規則第５条第１項に該当する農業用施設等に転用され

た土地

（６）その他農地転用を要しない事案等で、特に証明を必要とする土地

４ 申請者

非農地証明を受けようとする土地の所有者とする。

５ 申請書類等

（１）証明書を受けようとする者には、別記様式による申請書を提出さ

せるものとする。

（２）申請書には、次の書類を添付させるものとする。

１．登記簿謄本 ２．公図の写し ３．附近見取図 ４．その他必要書類

６ 現地調査

非農地証明受付後、農業委員２名以上と事務局職員により速やかに現

地調査を行うものとする。

７ 証明書交付

証明書の交付は、現地確認後事務局長が専決処理するものとする。

証明書交付の内容は、

第 号

上記の土地は、農地法第２条第１項の農地または採草放牧地でないこ

とを証明する。

平成 年 月 日

むつ市農業委員会会長 立花順一

以上が非農地証明事務取扱基準の概要であります。

次に、平成２４年度の総会日程表を作成してあります。予定表ですの

で、総会開催日及び開催時間は、都合により変更となる場合もあります
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のでご理解願います。 以上で報告を終わります。

議 長 これで、報告事項を終わります。

議 長 以上で、本日の議案審議及び報告事項は終了しました。

議 長 これをもちまして、むつ市農業委員会第６７９回総会を閉会いたしま

す。

９．会議録署名委員

会議録署名委員 坂 本 正 一

会議録署名委員 村 口 鉄 雄


